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要約 

本発明は，高温の過熱水蒸気を用いて，CFRP 廃材から繊維を連続回収する処理一体

型システム（ロータリーキルン方式）である．その際，廃材樹脂部の分解により生

成した副産物である可燃性ガスを燃焼させて，処理用の高温過熱水蒸気を生成する

ことで、処理エネルギーの大幅削減を可能にする．また，過熱水蒸気処理時に繊維

表面改質ガスを添加することにより，優れた樹脂接着性を有する高品位なリサイク

ル繊維の回収を可能にする． 

特徴／セール

スポイント 

CFRP 廃材から，炭素繊維を低コスト，省エネルギーで回収できる処理システム． 

主な応用分野
・CFRPのリサイクル 

開発状況 

中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基盤技術高度化支援事業，2014-2016）を

活用し，髙砂工業と共同で，省エネかつ連続的に大量の CFRP を過熱水蒸気処理可能

なロータリーキルンを開発中である． 
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